
調査の経緯

　甘樫丘は、飛鳥川の左岸に広がる標高約150 m、比高約

50mの丘陵です。丘陵の東側では、過去に小規模なものも

含めて５回の発掘調査がおこなわれています。特に1994年

の発掘調査では、７世紀後葉から末にかけて大規模な土地

の造成をおこなっていることや、７世紀中頃の焼土層が存

在することがわかっており、「日本書紀」に記載された蘇我

蝦夷・入鹿の邸宅との関連が注目されました。

　今回の調査は国営飛鳥歴史公園甘樫丘地区の整備にとも

なう基礎資料収集のための発掘調査です。調査地は丘の麓

から北西に入り込む谷地で、約6､000m!の平坦地が広がっ

ています。近年まで棚田や果樹園として利用されてきまし

た。今回は遺跡の内容と広がりを確認するために、幅５ｍ、

総延長145 m の細長い調査区を設定しました。調査面積は

725�です。

調査の成果

　最大の成果は、７世紀の掘立柱建物５棟と塀１列を確認

したことです。これらの建物の軸線は、北で西に約10～40°振

れています。調査範囲が限られているために建物の全体を

確認できたものはありませんが、１棟は桁行５間×梁行２

間（柱間７尺＝約2.1m)であること、別の１棟には南西力

向に延びる塀が付属することがわかりました。なお、北端

の調査区では建物２棟が重複することから、建物群には少

なくとも２時期以上の変遷があるようです。

建物群は、谷の深い部分を大規模に埋め立てた整地土の

上に建てられています。

　また、調査区の広い範囲で多くの柱穴や溝を確認しまし

た。柱穴には１辺が1.2mに達する大きなものもあります。

建物１の北東側の溝では、埋土のなかに焼土と炭の入って

いる状況が見られました。

　このほか、平安時代以降の掘立柱建物、鎌倉時代以降の

溝と土坑、棚田の護岸と思われる石組などが見つかってい

ます。石組の隙間からは近世の染付椀が出土しており、７

世紀以降もこの谷が長期間にわたって利用されていた状況

が判明しました。
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　　　　　　建物２（北東から）

建物３・４（北東から）

焼土と炭の入った溝（南東から

焼土層出土遺物(1994年調１

出土遺物

　調査区全体から多量の土器が出土しましたが、

特に７世紀前半と後半のものが多い傾向が認め

られます。土器の他には円面硯の破片と鉄釘数

点が出土しています。

まとめ

　７世紀の甘樫丘に関する史料として、『日本

　　　　　　　　　　　　　　こうぎょく書紀』の記述が挙げられます。皇極３年(644)、

「冬11月に、蘇我大臣蝦夷・党入鹿臣、家を笞

かしのおか　なら　　た　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うえ　　みかど
偕岡に雙べ起つ。大臣の家を呼びて、上の宮門

と日ふ。入鹿が家をば、谷の宮門と日ふ。」と

の記載です。今回の調査で見つかった建物群の

正確な時期を特定することはできませんでした

が、谷の広い範囲で大規模な造成がおこなわれ

たことがわかりました。整地土中に７世紀前半

のﾆﾋﾞ器が含まれることは、1994年の調査で確認

した焼土層とともに、この場所が蘇我氏の邸宅

の候補地であることを示しています。今後は建

物群の年代を確定するとともに、遺跡の全体像

の解明に向けた調査が期待されます。
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